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素材 デザインコンセプト

硬質な壁が多い都市空間において、そっと触れた瞬間に安心が宿るこの素材は、人と空間の距離をやわ

らかく縮めていく。普段から編み物を制作し販売している作り手が、日々向き合ってきた糸の温度や手の

記憶をそのまま空間へと持ち込んだことで、捨てられるはずだった毛糸の切れ端は “ やさしい建築表面 ” へ

と生まれ変わった。糸が重なり世界が結び直されるように、人と場所の関係をあたたかく編み直す存在と

なる。異なる太さや色合いを持つ毛糸をブロック状に編み込み、層として積み重ねた壁素材は、手仕事

ならではの温度を宿す柔らかさと、立体的な陰影を共存させる。多彩な糸の表情はホテルを訪れる多様

なゲストの旅路を象徴し、光を受けて触覚的に変化する奥行きあるインテリアを生み出す。一本一本の毛

糸は編み目の中で溶け合い、暖色のグラデーションとして空間をやさしく照らす。廃材を素材として扱うだ

けでなく、そのものをデザインへ昇華させることで、視覚・触覚・感情がゆるやかにつながる、新しい “ 壁

のあり方 ”を静かに描き出す。

ホテルのエントランス「人が行

き交う場所」
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